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令和２年度公益財団法人山﨑こども教育振興財団事業報告 

 
１ 研修・育成事業 

 ◆山﨑サイエンス・スクール開催事業 

  目的  子どもの視点で日常生活の科学的事象をとらえ、「不思議」から「発見、

感動」へと変化する理科の楽しさを実感させることで好奇心や思考力、 

洞察力が育つことを目指す。 

  内容  年間を通して理科に関する「実験」「体験」「観察」等を行い、講師には

各分野に精通した先生を招聘する。 
 
 (１) 参加者  市内小学５、６年生 ９人 

 (２) 参加費  1 人 ５００円 

 (３) 募集方法 対象となる市内小学５、６年生に募集チラシを配布し公募した。 

 (４) スクールの内容 

  第１回 令和２年９月 13日(日) カタショー・ワンラボ 
      出席 ８人 
 <内容> 開講式 

 Ⅰ 砂の中の鉱物 
 講師 渡邉 聡 先生（元中学校教員） 
      Ⅱ IoTって何だろう?いろいろはかってみよう 

         講師 福代 孝良 先生（東京大学特任准教授） 
 

  第２回 令和２年 10月 10日(土) カタショー・ワンラボ 
      出席 ９人 

<内容> Ⅰ 見える光と見えない光 
 講師 大石 尚夫 先生（元高校教員） 

       Ⅱ 水の不思議 

          講師 坂田 尚子 先生（静岡大学） 
 

 
  第３回 令和２年 11月 15日（日） カタショー・ワンラボ 
      出席 ７人 

<内容> Ⅰ ﾔｼﾞﾛﾍﾞｲを作って静電気や磁石の不思議な現象をみてみよう 

 講師 中山 隆雄 先生（元東海大学教授） 

      Ⅱ 物の浮き沈み 
         講師 伊故海 正道 先生（元小中学校教員） 
 

  第４回 令和２年 12月 13日（日） カタショー・ワンラボ 
      出席 ９人 

<内容> Ⅰ 地震災害を科学しよう 
         講師 寺田 光宏 先生（岐阜聖徳学園大学教授） 
      Ⅱ 地球の不思議 

           講師 熊野 善介 先生（静岡大学教育学部教授） 

      閉講式 

 (５) 効果  新型コロナの影響により、期間を短縮しての実施となり、参加者数

も例年の半数以下となったが、一人一人に中身の濃い指導ができた。 
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◆自由研究相談会 

  小学校での夏季休暇の期間短縮などのため実施を見送った。 

 

２ 顕彰事業 

 ◆ 山﨑こども教育賞表彰事業 

 (１) 趣旨 

  思いやりある行動や他の模範となる活動を行った児童生徒を表彰し、心豊

かでこころざしを持った次世代を担う児童生徒の育成に資することを目的と

する。 

 (２) 表彰対象者及び表彰理由 

  思いやりある行動や児童会（生徒会）活動などで模範となる活動を行った

児童（小学６年生）及び生徒（中学３年生）・・・26個人 

 (３) 表彰式  全体での表彰式は実施せず、学校経由で伝達 

 (４) 記念品  図書カード （小学生 3,000 円分、中学生 5,000 円分） 

 

３ 助成・支援事業 

 ◆自然科学教育図書費等助成 

 (１) 概要 児童生徒の科学する「心の芽（探究心）」を育てるため、市内の小中学

校等に対し、自然科学に関する図書及び理科教材費を助成する。 

 (２) 対象 牧之原市立小中学校及び牧之原市菊川市学校組合立小中学校 

 (３)助成額                     
単位:円 

学校名等 
児童生徒数 

（人） 
均等割 

児童 
生徒数割 

助成額 備考 

相良小 491  50,000 147,000 197,000  

菅山小 159  50,000 48,000 98,000  

萩間小 149  50,000 45,000 95,000  

地頭方小 192  50,000  57,000 107,000  

牧之原小 173  50,000 51,000 101,000  

川崎小 421  50,000 126,000 176,000  

細江小 416  50,000 126,000 176,000  

勝間田小 139  50,000 42,000 92,000  

坂部小 113  50,000 33,000 83,000  

相良中 398  50,000 120,000 170,000  

牧之原中  65  50,000 21,000 71,000  

榛原中 565  50,000 171,000 221,000  

合計 3,281 600,000  987,000 1,587,000 振込手数料を除く 
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(４)内訳 

学校名等 図書費 教材費 助成額 備  考 

相良小 100,000 97,000 197,000 図書 39冊、ガス検知管他 

菅山小 58,670 39,330 98,000 図書 25冊、鉄製スタンド他 

萩間小 50,660 44,340 95,000 図書 20冊、ピンセット他 

地頭方小 56,200 50,800 107,000 図書 26冊、堆積岩セット他 

牧之原小 78,160 22,840 101,000 図書 38冊、ガス検知管他 

川崎小 108,365 67,635 176,000 図書 61冊、水槽他 

細江小 90,000 86,000 176,000 図書 49冊、ガスコンロ他 

勝間田小  49,370 42,630 92,000 図書 20冊、放射温度計他 

坂部小 42,570 40,430 83,000 図書 20冊、放射温度計他 

相良中 97,665 72,335 170,000 図書 38冊、おもりの衝突実験器他 

牧之原中 43,300 27,700 71,000 図書 23冊、ﾓｰﾀｰ原理実験器他 

榛原中 110,500 110,500 221,000 図書 37冊、解剖実習材料他 

合計 885,460 701,540 1,587,000 振込手数料を除く 

 

◆ドリーム教育講演会講師料補助事業 

(１) 概要 各小中学校が児童生徒を対象に、夢に向かって努力すること、こころ

ざしを持つことや道徳、自然科学に関する講演会等を開催する場合、1

校あたり 15万円を上限に講師料の補助を行う。 

(２) 対象 児童生徒を対象とする。（児童生徒と保護者で聴講することや複数の学

校が合同で開催することも可能。） 

(３) 助成額      
単位:円 

学校名等 演 題 等 実施期日 講師 事業費 

勝間田小 起郷家をめざし 身近な資源を
再発見して発信しよう 

R2.9.28 

 

羽室吉隆 77,000 

牧之原小 
起郷家をめざし 身近な資源を

再発見して発信しよう 
R2.9.29 羽室吉隆 77,000 

萩間小 
起郷家をめざし 身近な資源を

再発見して発信しよう 
R2.9.30 羽室吉隆 77,000 

坂部小 
起郷家をめざし 身近な資源を

再発見して発信しよう 
R2.9.30 羽室吉隆 77,000 

相良中 夢に向かって R2.11.5 鈴木裕子 150，000 

合  計 458，000 

 


